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拠
地
隊
転
属
の
命
令
を
受
け
、
門
司
港
で
「
神
鷹
」
に
乗

艦
し
た
。「
神
鷹
」
は
前
記
の
ご
と
く
船
団
護
衛
で
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
向
け
に
出
港
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
模
様
は

体
験
記
に
詳
し
い
。 

「
神
鷹
」
沈
没
に
よ
り
、
海
に
飛
び
込
ん
で
か
ら
約
三

時
間
以
上
漂
流
を
つ
づ
け
、
上
海
海
軍
病
院
に
収
容
さ
れ

る
。
ス
ラ
バ
ヤ
の
第
二
十
一
特
別
根
拠
地
隊
へ
の
赴
任
者

五
人
は
、
体
力
の
回
復
を
待
つ
べ
く
い
っ
た
ん
上
海
海
軍

陸
戦
隊
に
仮
入
隊
と
な
り
、
次
の
船
便
を
待
つ
間
に
台
湾

転
進
の
命
に
よ
り
基
隆
に
上
陸
、
高
雄
海
兵
団
付
と
な
り

終
戦
、
数
々
の
台
湾
で
の
思
い
出
を
持
っ
て
昭
和
二
十
一

年
一
月
、
基
隆
港
か
ら
呉
港
へ
復
員
し
た
。 

こ
れ
よ
り
先
、
昭
和
十
七
年
三
月
、
蘭
印
最
後
の
拠
点

で
あ
っ
た
ジ
ャ
ワ
の
陥
落
に
よ
り
、
蘭
印
攻
略
部
隊
は
担

当
地
区
の
警
備
、
残
敵
掃
討
、
海
上
交
通
の
保
護
、
資
源

開
発
、
軍
政
等
を
実
施
す
る
た
め
、
所
管
域
で
あ
る
ス
ラ

バ
ヤ
、
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
、
マ
カ
ッ
サ
ル
に
第
二
十
三
、

ア
ン
ボ
ン
に
は
第
二
十
四
の
特
別
根
拠
地
隊
が
駐
屯
し
て

い
た
。 

ち
な
み
に
筆
者
の
赴
任
す
る
べ
き
第
二
十
一
特
別
根
拠

地
隊
は
、
次
の
編
成
で
あ
っ
た
。 

第
二
南
遣
艦
隊
（
司
令
長
官 

高
橋
伊
望
中
将
）
所
属 

第
二
十
一
特
別
根
拠
地
隊 

ス
ラ
バ
ヤ 

司
令
官 

久
保
九
次
少
将 

旗
艦
「
白
鷹
」
、
第
十
一
、
第
十
二
哨
戒
艇
、 

第
一
、
第
二
駆
潜
隊
、
第
一
港
務
部
、 

第
三
十
三
航
空
隊
、「
辰
官
丸
」
、 

第
二
十
一
駆
潜
隊
、
第
二
十
一
潜
水
艦
基
地
隊 
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海
底
地
獄
か
ら
の
生
還 

新
潟
県 

 

小 

川 

利 

行 
 
 

（
旧
姓 

米
持
） 

 
 

 

私
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
一
月
二
十
日
、
新
潟
県

東
頸
城
郡
奴
奈
川
村
大
字
室
野
（
現
在
の
同
県
十
日
町
市

室
野
）
で
、
今
で
こ
そ
Ｊ
Ｒ
北
々
線
が
通
り
開
発
さ
れ
ま

し
た
が(

松
代
駅)

、
当
時
は
陸
の
孤
島
と
言
わ
れ
た
豪
雪

地
帯
の
山
の
中
で
、
男
六
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
生
を

受
け
ま
し
た
。 

父
は
こ
の
山
村
地
域
で
は
有
名
な
建
築
業
者
で
し
た
が
、

五
十
二
歳
の
若
さ
で
心
臓
病
で
病
死
し
私
は
父
の
顔
を
知

り
ま
せ
ん
。
建
築
業
は
解
散
し
ま
し
た
が
母
が
田
舎
育
ち

で
農
業
の
重
要
さ
を
父
に
話
し
て
、
長
男
は
農
家
出
身
の

嫁
を
も
ら
っ
て
農
業
に
従
事
し
て
お
り
、
私
も
父
親
替
り

で
育
ち
ま
し
た
。 

他
の
兄
四
人
共
、
皆
陸
軍
に
属
し
、
中
支
や
満
州
、
朝

鮮
の
部
隊
や
習
志
野
高
射
砲
隊
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
海

軍
は
私
一
人
で
す
。
終
戦
時
幾
百
万
と
言
う
戦
死
者
の
あ

つ
た
中
で
、
当
家
で
は
一
人
の
戦
死
者
も
な
く
皆
無
事
復

員
、
神
仏
の
ご
加
護
を
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

昭
和
十
二
年
、
支
那
事
変
が
勃
発
し
、
次
兄
が
倉
林
部

隊
で
中
支
戦
線
へ
出
征
し
、
軍
国
少
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
世
の
中
が
そ
の
方
向
へ
と
進
ん
で
行
く
時
代
で
す
。
ま

た
海
兵
第
七
十
一
期
生
徒
の
米
持
文
夫
が
休
暇
で
帰
郷
さ

れ
、
そ
の
凛
々
し
い
姿
が
胸
に
焼
き
付
き
ま
し
た
（
飛
行

隊
に
て
戦
死
さ
る
）。
満
蒙
開
拓
か
軍
隊
志
願
の
時
代
と
な

り
、
私
は
迷
う
こ
と
な
く
海
軍
志
願
を
決
意
し
た
の
で
す
。 

私
は
昭
和
十
六
年
三
月
、
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
、

昭
和
十
六
年
十
月
、
第
一
次
試
験
に
合
格
、
さ
ら
に
第
二

次
試
験
を
舞
鶴
海
軍
航
空
隊
で
の
受
験
へ
と
進
み
ま
し
た

が
、
適
性
検
査
で
不
合
格
と
な
り
、
昭
和
十
七
年
五
月
一

日
、
水
中
測
的
兵
（
聴
音
兵
）
と
し
て
舞
鶴
海
兵
団
に
入

団
せ
よ
と
の
通
知
を
受
け
ま
し
た
。 

舞
鶴
海
兵
団
に
入
団
、
新
兵
教
育
が
始
り
ま
し
た
。
新

潟
県
の
山
中
育
ち
の
私
に
は
す
べ
て
新
し
い
体
験
で
す
。

健
康
で
多
少
体
力
に
も
自
信
が
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
日
の
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訓
練
は
苦
し
み
の
連
続
で
し
た
。
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
上
げ
下

ろ
し
、
短
艇
漕
ぎ
、
陸
戦
訓
練
、
手
旗
信
号
な
ど
海
軍
兵

の
基
本
を
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
皆
泣
い
た
で
あ
ろ
う
短

艇
漕
ぎ
で
は
、
力
が
入
り
尻
の
皮
が
む
け
薄
血
が
出
る
。

痛
み
押
え
に
便
所
で
こ
っ
そ
り
と
歯
磨
粉
を
尻
に
つ
け
た

こ
と
が
今
も
思
い
出
さ
れ
て
来
ま
す
。 

当
時
は
、
日
米
海
戦
の
火
蓋
が
切
ら
れ
た
直
後
の
最
も

気
合
の
入
れ
ら
れ
た
志
願
兵
で
し
た
。
こ
の
期
の
水
中
測

的
兵
は
少
年
水
測
一
期
生
と
も
い
わ
れ
若
年
兵
の
一
団
八

十
人
で
す
。
厳
し
い
訓
練
と
学
科
の
中
で
特
殊
な
音
感
教

育
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
水
中
測
的
（
聴
音
）
兵
は

水
中
音
波
を
発
信
し
て
、
海
中
深
く
潜
没
す
る
敵
潜
水
艦

の
探
知
、
水
上
艦
船
の
す
べ
て
の
ス
ク
リ
ュ
ー
音
波
を
捕

ま
え
て
、
艦
種
・
方
向
・
速
力
等
を
探
知
す
る
重
要
訓
練

で
し
た
。 

少
年
兵
と
い
わ
れ
る
兵
種
に
通
信
兵
が
あ
り
、
十
五
、

六
歳
の
若
年
兵
か
ら
あ
の
モ
ー
ル
ス
の
世
界
を
叩
き
込
む

の
で
す
。
通
信
も
聴
音
も
若
い
感
度
が
強
調
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。
新
兵
教
育
中
に
特
殊
音
感
教
育
訓
練
を
受
け
ま

し
た
ひ
と
駒
で
し
た
。 

昭
和
十
七
年
七
月
三
十
一
日
、
新
兵
教
育
卒
業
。
音
楽

講
堂
に
入
り
ピ
ア
ノ
の
和
音
か
ら
聞
き
分
け
ま
す
。
チ
エ

エ
イ
ゲ
イ
・
チ
エ
エ
ツ
ア
ー
・
ハ
ー
デ
ー
ゲ
ー
・
の
三
音

を
覚
え
、
こ
れ
を
記
号
で
回
答
用
紙
に
記
し
て
行
く
、
こ

れ
が
百
点
満
点
ま
で
続
く
の
で
す
。 

次
に
は
艦
船
音
の
習
得
で
す
。
ピ
ス
ト
ン
、
ジ
エ
ゼ
ル
、

タ
ー
ビ
ン
、
モ
ー
タ
ー
（
潜
水
艦
）
音
の
識
別
に
移
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
音
源
特
長
を
徹
底
的
に
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

録
音
板
が
回
り
ま
す
「
練
習
一
番
，
用
意
！
」
の
号
令
あ

り
、
無
念
無
想
，
心
を
沈
め
て
放
送
さ
れ
る
音
源
を
即
座

に
、
こ
れ
を
記
号
に
書
留
め
て
行
く
の
で
す
。 

昭
和
十
七
年
八
月
一
日
、
横
須
賀
海
軍
機
雷
学
校
普
通

科
練
習
生
入
校
。
通
常
，
新
兵
教
育
を
受
け
る
と
直
ち
に

実
施
部
隊
配
属
と
な
る
の
で
す
が
，
私
達
水
測
兵
は
更
な

る
専
門
教
育
を
受
け
る
た
め
、
機
雷
学
校
入
校
と
な
り
ま

し
た
。 

三
浦
半
島
久
里
浜
の
先
端
、
東
京
湾
を
望
む
新
校
舎
で

八
カ
月
に
わ
た
る
水
中
測
的
兵
と
し
て
練
習
生
教
育
を
受
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け
、
心
身
共
に
充
実
し
た
教
育
期
間
を
過
し
た
の
で
す
。

第
六
期
水
測
四
百
人
、
各
分
隊
百
人
中
私
が
首
席
卒
業
生

と
し
て
、
昭
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日
，
学
術
奨
励
賞
を

授
与
さ
れ
卒
業
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
八
年
四
月
一
日
、
舞
鶴
海
軍
防
備
隊
勤
務
を
命

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
海
軍
志
願
し
て
約
一
カ
年
、
心
身
共
に

鍛
え
ら
れ
立
派
な
水
兵
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
防
備
隊

に
配
属
さ
れ
実
施
部
隊
の
一
員
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
舞
鶴
湾
の
喉
口
に
当
る
博
奕
衛
所
で
二
十
四
時
間
体
制

の
聴
音
所
勤
務
に
就
き
ま
し
た
。 

舞
鶴
軍
港
に
出
入
す
る
全
艦
船
を
こ
こ
の
水
中
聴
音
機

が
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
る
の
で
す
。
万
一
こ
の
中
に
敵
潜
水

艦
音
が
入
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
で
、
直
ち
に
二
重
三
重
の

警
戒
体
制
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
湾
口
一
番
狭
い
所
に
百
メ

ー
ト
ル
の
間
を
取
っ
た
二
列
の
聴
音
機
雷
が
布
設
し
て
あ

り
、
外
側
は
右
耳
に
内
側
は
左
耳
に
掛
け
て
あ
り
、
音
源

が
こ
の
中
央
に
か
か
っ
た
時
が
、
右
耳
か
ら
左
耳
に
抜
け

る
頭
の
中
心
で
ゴ
ソ
と
聞
え
ま
す
。
こ
の
時
ボ
タ
ン
一
つ

押
せ
ば
、
何
十
個
の
海
底
聴
音
機
雷
が
大
爆
発
を
起
し
、

敵
潜
水
艦
は
木
端
微
塵
と
な
る
よ
う
に
設
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

同
年
兵
同
志
の
学
校
生
活
と
異
な
り
、
階
級
の
厳
し
い

実
施
部
隊
の
明
け
暮
れ
、
日
常
作
業
態
度
が
悪
い
と
先
輩

に
よ
る
夜
の
罰
直
が
待
っ
て
い
ま
す
。
覚
悟
は
し
て
い
た

も
の
の
殴
ら
れ
る
尻
の
痛
み
は
ま
た
格
別
で
し
た
。
衛
所

勤
務
も
馴
れ
た
こ
ろ
に
連
合
艦
隊
司
令
長
官
山
本
五
十
六

大
将
戦
死
の
悲
し
い
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
八
年
六
月
一
日
、
海
軍
潜
水
学
校
入
校
（
呉
分

校
）
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
防
備
隊
に
着
任
し
て
二
カ
月

で
何
と
潜
水
学
校
入
校
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
何
た
る
運

命
の
い
た
ず
ら
で
し
ょ
う
か
、
か
つ
て
海
軍
飛
行
兵
を
目

指
し
た
者
が
、
今
度
は
百
八
十
度
違
う
潜
水
艦
乗
り
に
な

れ
と
は
、
命
令
と
あ
れ
ば
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
局
の

た
だ
な
ら
ぬ
も
の
を
感
ぜ
ず
に
い
ら
れ
ず
、
潜
水
学
校
行

も
自
分
の
天
命
と
考
え
全
力
を
尽
す
決
意
で
校
門
を
く
ぐ

り
ま
し
た
。 

よ
く
先
輩
か
ら
「
潜
水
学
校
は
殺
さ
れ
る
目
に
会
う
所
」

と
そ
の
厳
し
さ
を
冗
談
話
し
で
お
ど
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
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訓
練
は
苦
し
み
の
連
続
で
し
た
。
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
上
げ
下

ろ
し
、
短
艇
漕
ぎ
、
陸
戦
訓
練
、
手
旗
信
号
な
ど
海
軍
兵

の
基
本
を
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
皆
泣
い
た
で
あ
ろ
う
短

艇
漕
ぎ
で
は
、
力
が
入
り
尻
の
皮
が
む
け
薄
血
が
出
る
。

痛
み
押
え
に
便
所
で
こ
っ
そ
り
と
歯
磨
粉
を
尻
に
つ
け
た

こ
と
が
今
も
思
い
出
さ
れ
て
来
ま
す
。 

当
時
は
、
日
米
海
戦
の
火
蓋
が
切
ら
れ
た
直
後
の
最
も

気
合
の
入
れ
ら
れ
た
志
願
兵
で
し
た
。
こ
の
期
の
水
中
測

的
兵
は
少
年
水
測
一
期
生
と
も
い
わ
れ
若
年
兵
の
一
団
八

十
人
で
す
。
厳
し
い
訓
練
と
学
科
の
中
で
特
殊
な
音
感
教

育
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
水
中
測
的
（
聴
音
）
兵
は

水
中
音
波
を
発
信
し
て
、
海
中
深
く
潜
没
す
る
敵
潜
水
艦

の
探
知
、
水
上
艦
船
の
す
べ
て
の
ス
ク
リ
ュ
ー
音
波
を
捕

ま
え
て
、
艦
種
・
方
向
・
速
力
等
を
探
知
す
る
重
要
訓
練

で
し
た
。 

少
年
兵
と
い
わ
れ
る
兵
種
に
通
信
兵
が
あ
り
、
十
五
、

六
歳
の
若
年
兵
か
ら
あ
の
モ
ー
ル
ス
の
世
界
を
叩
き
込
む

の
で
す
。
通
信
も
聴
音
も
若
い
感
度
が
強
調
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。
新
兵
教
育
中
に
特
殊
音
感
教
育
訓
練
を
受
け
ま

し
た
ひ
と
駒
で
し
た
。 

昭
和
十
七
年
七
月
三
十
一
日
、
新
兵
教
育
卒
業
。
音
楽

講
堂
に
入
り
ピ
ア
ノ
の
和
音
か
ら
聞
き
分
け
ま
す
。
チ
エ

エ
イ
ゲ
イ
・
チ
エ
エ
ツ
ア
ー
・
ハ
ー
デ
ー
ゲ
ー
・
の
三
音

を
覚
え
、
こ
れ
を
記
号
で
回
答
用
紙
に
記
し
て
行
く
、
こ

れ
が
百
点
満
点
ま
で
続
く
の
で
す
。 

次
に
は
艦
船
音
の
習
得
で
す
。
ピ
ス
ト
ン
、
ジ
エ
ゼ
ル
、

タ
ー
ビ
ン
、
モ
ー
タ
ー
（
潜
水
艦
）
音
の
識
別
に
移
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
音
源
特
長
を
徹
底
的
に
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

録
音
板
が
回
り
ま
す
「
練
習
一
番
，
用
意
！
」
の
号
令
あ

り
、
無
念
無
想
，
心
を
沈
め
て
放
送
さ
れ
る
音
源
を
即
座

に
、
こ
れ
を
記
号
に
書
留
め
て
行
く
の
で
す
。 

昭
和
十
七
年
八
月
一
日
、
横
須
賀
海
軍
機
雷
学
校
普
通

科
練
習
生
入
校
。
通
常
，
新
兵
教
育
を
受
け
る
と
直
ち
に

実
施
部
隊
配
属
と
な
る
の
で
す
が
，
私
達
水
測
兵
は
更
な

る
専
門
教
育
を
受
け
る
た
め
、
機
雷
学
校
入
校
と
な
り
ま

し
た
。 

三
浦
半
島
久
里
浜
の
先
端
、
東
京
湾
を
望
む
新
校
舎
で

八
カ
月
に
わ
た
る
水
中
測
的
兵
と
し
て
練
習
生
教
育
を
受
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け
、
心
身
共
に
充
実
し
た
教
育
期
間
を
過
し
た
の
で
す
。

第
六
期
水
測
四
百
人
、
各
分
隊
百
人
中
私
が
首
席
卒
業
生

と
し
て
、
昭
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日
，
学
術
奨
励
賞
を

授
与
さ
れ
卒
業
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
八
年
四
月
一
日
、
舞
鶴
海
軍
防
備
隊
勤
務
を
命

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
海
軍
志
願
し
て
約
一
カ
年
、
心
身
共
に

鍛
え
ら
れ
立
派
な
水
兵
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
防
備
隊

に
配
属
さ
れ
実
施
部
隊
の
一
員
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
舞
鶴
湾
の
喉
口
に
当
る
博
奕
衛
所
で
二
十
四
時
間
体
制

の
聴
音
所
勤
務
に
就
き
ま
し
た
。 

舞
鶴
軍
港
に
出
入
す
る
全
艦
船
を
こ
こ
の
水
中
聴
音
機

が
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
る
の
で
す
。
万
一
こ
の
中
に
敵
潜
水

艦
音
が
入
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
で
、
直
ち
に
二
重
三
重
の

警
戒
体
制
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
湾
口
一
番
狭
い
所
に
百
メ

ー
ト
ル
の
間
を
取
っ
た
二
列
の
聴
音
機
雷
が
布
設
し
て
あ

り
、
外
側
は
右
耳
に
内
側
は
左
耳
に
掛
け
て
あ
り
、
音
源

が
こ
の
中
央
に
か
か
っ
た
時
が
、
右
耳
か
ら
左
耳
に
抜
け

る
頭
の
中
心
で
ゴ
ソ
と
聞
え
ま
す
。
こ
の
時
ボ
タ
ン
一
つ

押
せ
ば
、
何
十
個
の
海
底
聴
音
機
雷
が
大
爆
発
を
起
し
、

敵
潜
水
艦
は
木
端
微
塵
と
な
る
よ
う
に
設
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

同
年
兵
同
志
の
学
校
生
活
と
異
な
り
、
階
級
の
厳
し
い

実
施
部
隊
の
明
け
暮
れ
、
日
常
作
業
態
度
が
悪
い
と
先
輩

に
よ
る
夜
の
罰
直
が
待
っ
て
い
ま
す
。
覚
悟
は
し
て
い
た

も
の
の
殴
ら
れ
る
尻
の
痛
み
は
ま
た
格
別
で
し
た
。
衛
所

勤
務
も
馴
れ
た
こ
ろ
に
連
合
艦
隊
司
令
長
官
山
本
五
十
六

大
将
戦
死
の
悲
し
い
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
八
年
六
月
一
日
、
海
軍
潜
水
学
校
入
校
（
呉
分

校
）
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
防
備
隊
に
着
任
し
て
二
カ
月

で
何
と
潜
水
学
校
入
校
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
何
た
る
運

命
の
い
た
ず
ら
で
し
ょ
う
か
、
か
つ
て
海
軍
飛
行
兵
を
目

指
し
た
者
が
、
今
度
は
百
八
十
度
違
う
潜
水
艦
乗
り
に
な

れ
と
は
、
命
令
と
あ
れ
ば
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
局
の

た
だ
な
ら
ぬ
も
の
を
感
ぜ
ず
に
い
ら
れ
ず
、
潜
水
学
校
行

も
自
分
の
天
命
と
考
え
全
力
を
尽
す
決
意
で
校
門
を
く
ぐ

り
ま
し
た
。 

よ
く
先
輩
か
ら
「
潜
水
学
校
は
殺
さ
れ
る
目
に
会
う
所
」

と
そ
の
厳
し
さ
を
冗
談
話
し
で
お
ど
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
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正
に
入
校
第
一
日
目
か
ら
難
問
に
会
っ
た
の
で
す
。
入
校

し
て
く
る
者
を
二
十
人
ぐ
ら
い
を
一
く
く
り
に
し
て
当
直

教
員
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。
「
一
種
軍
装
を
事
業
服
に
着

換
え
、
衣
嚢
に
入
れ
、
衣
嚢
を
棚
に
納
め
る
。
テ
ー
ブ
ル

に
並
べ
て
あ
る
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
ビ
ー
ム
に
か
け
、
ほ
ど
い

て
内
部
を
点
検
、
再
度
く
く
り
直
し
て
元
に
戻
す
。
以
上

三
分
以
内
に
終
っ
た
者
か
ら
中
央
通
路
に
整
列
。
か
か

れ
！
」
ピ
ー
の
号
笛
一
声
あ
り
、
必
死
に
旅
装
を
解
き
事

業
服
に
、
衣
嚢
を
棚
に
納
め
て
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
調
整
に
か

か
る
。
中
々
網
が
も
つ
れ
た
り
し
て
気
が
焦
れ
ど
思
う
よ

う
に
進
ま
な
い
。
夢
中
で
最
後
の
網
を
く
く
り
つ
け
て
終

了
、
パ
ッ
と
中
央
通
路
に
飛
び
出
す
、
ト
ッ
プ
整
列
。 

瞬
間
を
置
い
て
次
の
者
は
何
と
舞
防
か
ら
共
に
入
校
し

た
山
形
出
身
同
年
兵
の
梅
津
雄
三
君
で
は
な
い
か
、
「
は

い
、
こ
れ
ま
で
！
」
と
時
計
を
手
に
し
て
い
る
当
直
教
員

の
声
が
あ
る
。
以
下
の
者
は
全
員
時
間
切
れ
で
後
に
厳
し

い
罰
直
が
待
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
担
い

で
駈
足
、
校
庭
一
周
で
す
。
青
息
吐
息
で
戻
る
と
さ
ら
に

そ
こ
に
は
鉄
拳
制
裁
の
二
、
三
発
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
最
後
に
は
教
員
の
訓
示
が
「
い
い
か
！
潜
水
学

校
は
出
来
な
い
こ
と
を
せ
よ
と
の
難
題
は
言
わ
ぬ
。
現
に

二
人
の
合
格
者
が
い
る
。
今
後
覚
悟
し
て
校
風
に
従
う
よ

う
努
力
せ
よ
」
と
話
が
あ
り
、
以
来
四
カ
月
間
、
一
刻
も

気
の
緩
む
こ
と
の
な
い
潜
水
学
校
の
様
々
な
教
育
・
訓
練

実
習
に
心
血
を
注
ぎ
、
「
潜
水
艦
乗
組
魂
」
を
鍛
え
上
げ
ら

れ
て
い
っ
た
の
で
す
。 

昭
和
十
八
年
九
月
三
十
日
、
晴
れ
の
卒
業
式
は
大
竹
潜

水
学
校
に
て
行
わ
れ
水
雷
科
、
水
測
科
、
機
関
科
、
電
気

科
の
五
百
余
人
が
勢
揃
い
し
ま
し
た
。
呉
分
校
か
ら
参
加

の
水
測
分
隊
百
人
中
最
下
級
兵
の
私
が
主
席
卒
業
生
に
選

ば
れ
、
式
典
で
は
校
長
よ
り
「
海
軍
大
臣
賞
」
と
刻
ま
れ

た
記
念
の
時
計
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
一
生
涯
の
宝

物
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

卒
業
後
は
直
ち
に
神
戸
三
菱
造
船
所
で
建
設
中
の
戦
闘

潜
水
艦
呂
号
第
四
十
三
潜
水
艦
水
中
聴
音
兵
と
し
て
十
月

一
日
着
任
し
ま
し
た
。 

 
呂
号
第
四
十
三
潜
水
艦
の
戦
歴
・
行
動 

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
六
日 
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艦
船
本
部
よ
り
引
き
受
け
瀬
戸
内
海
で
猛
訓
練
が
続
く
。 

初
代
艦
長
海
軍
少
佐
西
松
張
男 

昭
和
十
九
年
三
月
十
一
日 

第
一
回
出
撃
、
呉
港
よ
り
。 

ト
ラ
ッ
ク
島
方
面
南
方
海
域
へ
進
出
警
戒
配
備
中
、 

同
年
三
月
二
十
八
日 

潜
航
中
負
浮
力
タ
ン
ク
排
水
弁
爆
発
艦
内
浸
水
潜
航

不
能
に
て
ト
ラ
ッ
ク
立
寄
り
応
急
修
理
し
、
四
月
九
日

母
港
舞
鶴
港
に
帰
投
し
修
理
に
入
る
。 

同
年
年
六
月
四
日 

第
二
回
出
撃
、
舞
鶴
港
よ
り
。
二
代
艦
長
海
軍
大
尉
月

形
正
気 

サ
イ
パ
ン
島
め
ざ
し
て
航
海
、
六
月
十
一
日
未
明
サ
イ

パ
ン
島
に
到
着
す
。
午
前
中
半
舷
上
陸
許
可
あ
り
ガ
ラ
パ

ン
市
に
上
陸
す
。
午
後
一
時
米
軍
機
動
部
隊
の
来
襲
あ
り
。

以
降
サ
イ
パ
ン
島
玉
砕
戦
争
へ
と
続
く
。 

同
日
「
あ
号
作
戦
」
に
よ
る
指
定
海
域
へ
急
行
、
配
備

に
つ
く
。
六
月
十
七
日
夜
十
一
時
過
ぎ
、
敵
駆
逐
艦
の
電

探
補
足
に
よ
る
艦
砲
射
撃
を
受
け
急
遽
潜
航
、
一
晩
中
爆

雷
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
被
害
多
く
戦
闘
不
能
に
。
「
海
底
地

獄
か
ら
の
生
還
」
記
事
を
別
途
記
録
し
後
世
に
残
す
。 

六
月
二
十
六
日
、
戦
闘
不
能
状
態
で
舞
鶴
港
に
帰
投
す
。 

 

海
底
地
獄
か
ら
の
生
還 

 
 

―
爆
雷
攻
撃
と
地
獄
の
艦
内
― 

サ
イ
パ
ン
島
玉
砕
戦
当
時
、
洋
上
警
戒
航
行
中
の
「
呂

号
第
四
十
三
潜
水
艦
」
は
、
夜
の
十
一
時
す
ぎ
真
暗
闇
の

中
、
敵
駆
逐
艦
の
電
探
に
捕
捉
さ
れ
突
如
、
艦
砲
射
撃
を

受
け
た
の
で
す
。 

幸
い
二
百
メ
ー
ト
ル
前
方
に
炸
裂
し
、
途
端
に
「
急
速

潜
航
」
の
命
令
、
け
た
た
ま
し
い
警
急
電
鐘
が
艦
内
に
響

き
渡
り
ま
す
。
い
ち
早
く
全
員
部
署
の
配
置
に
つ
き
、
十

秒
そ
こ
そ
こ
で
艦
は
洋
上
よ
り
姿
を
消
し
海
中
へ
と
、

「
深
さ
百
！
」
の
命
令
に
艦
は
海
中
深
く
へ
と
潜
航
し
て

行
き
ま
す
。 

「
敵
駆
逐
艦 

右
五
〇
度 

近
づ
き
ま
す
」
全
速
力
で

敵
艦
が
刻
々
と
近
づ
い
て
く
る
様
子
が
水
中
聴
音
機
に
よ

り
手
に
取
る
様
に
聞
こ
え
て
来
ま
す
。
迫
ま
り
来
る
敵
艦

の
動
向
を
刻
々
艦
長
へ
報
告
し
て
お
り
ま
す
。
艦
は
「
自
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正
に
入
校
第
一
日
目
か
ら
難
問
に
会
っ
た
の
で
す
。
入
校

し
て
く
る
者
を
二
十
人
ぐ
ら
い
を
一
く
く
り
に
し
て
当
直

教
員
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。
「
一
種
軍
装
を
事
業
服
に
着

換
え
、
衣
嚢
に
入
れ
、
衣
嚢
を
棚
に
納
め
る
。
テ
ー
ブ
ル

に
並
べ
て
あ
る
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
ビ
ー
ム
に
か
け
、
ほ
ど
い

て
内
部
を
点
検
、
再
度
く
く
り
直
し
て
元
に
戻
す
。
以
上

三
分
以
内
に
終
っ
た
者
か
ら
中
央
通
路
に
整
列
。
か
か

れ
！
」
ピ
ー
の
号
笛
一
声
あ
り
、
必
死
に
旅
装
を
解
き
事

業
服
に
、
衣
嚢
を
棚
に
納
め
て
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
調
整
に
か

か
る
。
中
々
網
が
も
つ
れ
た
り
し
て
気
が
焦
れ
ど
思
う
よ

う
に
進
ま
な
い
。
夢
中
で
最
後
の
網
を
く
く
り
つ
け
て
終

了
、
パ
ッ
と
中
央
通
路
に
飛
び
出
す
、
ト
ッ
プ
整
列
。 

瞬
間
を
置
い
て
次
の
者
は
何
と
舞
防
か
ら
共
に
入
校
し

た
山
形
出
身
同
年
兵
の
梅
津
雄
三
君
で
は
な
い
か
、
「
は

い
、
こ
れ
ま
で
！
」
と
時
計
を
手
に
し
て
い
る
当
直
教
員

の
声
が
あ
る
。
以
下
の
者
は
全
員
時
間
切
れ
で
後
に
厳
し

い
罰
直
が
待
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
担
い

で
駈
足
、
校
庭
一
周
で
す
。
青
息
吐
息
で
戻
る
と
さ
ら
に

そ
こ
に
は
鉄
拳
制
裁
の
二
、
三
発
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
最
後
に
は
教
員
の
訓
示
が
「
い
い
か
！
潜
水
学

校
は
出
来
な
い
こ
と
を
せ
よ
と
の
難
題
は
言
わ
ぬ
。
現
に

二
人
の
合
格
者
が
い
る
。
今
後
覚
悟
し
て
校
風
に
従
う
よ

う
努
力
せ
よ
」
と
話
が
あ
り
、
以
来
四
カ
月
間
、
一
刻
も

気
の
緩
む
こ
と
の
な
い
潜
水
学
校
の
様
々
な
教
育
・
訓
練

実
習
に
心
血
を
注
ぎ
、
「
潜
水
艦
乗
組
魂
」
を
鍛
え
上
げ
ら

れ
て
い
っ
た
の
で
す
。 

昭
和
十
八
年
九
月
三
十
日
、
晴
れ
の
卒
業
式
は
大
竹
潜

水
学
校
に
て
行
わ
れ
水
雷
科
、
水
測
科
、
機
関
科
、
電
気

科
の
五
百
余
人
が
勢
揃
い
し
ま
し
た
。
呉
分
校
か
ら
参
加

の
水
測
分
隊
百
人
中
最
下
級
兵
の
私
が
主
席
卒
業
生
に
選

ば
れ
、
式
典
で
は
校
長
よ
り
「
海
軍
大
臣
賞
」
と
刻
ま
れ

た
記
念
の
時
計
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
一
生
涯
の
宝

物
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

卒
業
後
は
直
ち
に
神
戸
三
菱
造
船
所
で
建
設
中
の
戦
闘

潜
水
艦
呂
号
第
四
十
三
潜
水
艦
水
中
聴
音
兵
と
し
て
十
月

一
日
着
任
し
ま
し
た
。 

 

呂
号
第
四
十
三
潜
水
艦
の
戦
歴
・
行
動 

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
六
日 
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艦
船
本
部
よ
り
引
き
受
け
瀬
戸
内
海
で
猛
訓
練
が
続
く
。 

初
代
艦
長
海
軍
少
佐
西
松
張
男 

昭
和
十
九
年
三
月
十
一
日 

第
一
回
出
撃
、
呉
港
よ
り
。 

ト
ラ
ッ
ク
島
方
面
南
方
海
域
へ
進
出
警
戒
配
備
中
、 

同
年
三
月
二
十
八
日 

潜
航
中
負
浮
力
タ
ン
ク
排
水
弁
爆
発
艦
内
浸
水
潜
航

不
能
に
て
ト
ラ
ッ
ク
立
寄
り
応
急
修
理
し
、
四
月
九
日

母
港
舞
鶴
港
に
帰
投
し
修
理
に
入
る
。 

同
年
年
六
月
四
日 

第
二
回
出
撃
、
舞
鶴
港
よ
り
。
二
代
艦
長
海
軍
大
尉
月

形
正
気 

サ
イ
パ
ン
島
め
ざ
し
て
航
海
、
六
月
十
一
日
未
明
サ
イ

パ
ン
島
に
到
着
す
。
午
前
中
半
舷
上
陸
許
可
あ
り
ガ
ラ
パ

ン
市
に
上
陸
す
。
午
後
一
時
米
軍
機
動
部
隊
の
来
襲
あ
り
。

以
降
サ
イ
パ
ン
島
玉
砕
戦
争
へ
と
続
く
。 

同
日
「
あ
号
作
戦
」
に
よ
る
指
定
海
域
へ
急
行
、
配
備

に
つ
く
。
六
月
十
七
日
夜
十
一
時
過
ぎ
、
敵
駆
逐
艦
の
電

探
補
足
に
よ
る
艦
砲
射
撃
を
受
け
急
遽
潜
航
、
一
晩
中
爆

雷
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
被
害
多
く
戦
闘
不
能
に
。
「
海
底
地

獄
か
ら
の
生
還
」
記
事
を
別
途
記
録
し
後
世
に
残
す
。 

六
月
二
十
六
日
、
戦
闘
不
能
状
態
で
舞
鶴
港
に
帰
投
す
。 

 

海
底
地
獄
か
ら
の
生
還 

 
 

―
爆
雷
攻
撃
と
地
獄
の
艦
内
― 

サ
イ
パ
ン
島
玉
砕
戦
当
時
、
洋
上
警
戒
航
行
中
の
「
呂

号
第
四
十
三
潜
水
艦
」
は
、
夜
の
十
一
時
す
ぎ
真
暗
闇
の

中
、
敵
駆
逐
艦
の
電
探
に
捕
捉
さ
れ
突
如
、
艦
砲
射
撃
を

受
け
た
の
で
す
。 

幸
い
二
百
メ
ー
ト
ル
前
方
に
炸
裂
し
、
途
端
に
「
急
速

潜
航
」
の
命
令
、
け
た
た
ま
し
い
警
急
電
鐘
が
艦
内
に
響

き
渡
り
ま
す
。
い
ち
早
く
全
員
部
署
の
配
置
に
つ
き
、
十

秒
そ
こ
そ
こ
で
艦
は
洋
上
よ
り
姿
を
消
し
海
中
へ
と
、

「
深
さ
百
！
」
の
命
令
に
艦
は
海
中
深
く
へ
と
潜
航
し
て

行
き
ま
す
。 

「
敵
駆
逐
艦 

右
五
〇
度 

近
づ
き
ま
す
」
全
速
力
で

敵
艦
が
刻
々
と
近
づ
い
て
く
る
様
子
が
水
中
聴
音
機
に
よ

り
手
に
取
る
様
に
聞
こ
え
て
来
ま
す
。
迫
ま
り
来
る
敵
艦

の
動
向
を
刻
々
艦
長
へ
報
告
し
て
お
り
ま
す
。
艦
は
「
自
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動
懸
吊
装
置
」
に
よ
り
一
切
の
動
き
を
止
め
、
海
中
百
メ

ー
ト
ル
に
停
止
し
、
八
十
人
の
乗
員
は
息
を
殺
し
、
額
に

大
粒
な
汗
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
爆
雷
防
御
に
構
え
て
お
り

ま
し
た
。 

「
グ
ワ
ー
ン
！
」
「
グ
ワ
ー
ン
！
」
「
ビ
リ
ビ
リ
！
」
と

凄
ま
じ
い
爆
発
音
、
ぐ
ら
ぐ
ら
と
艦
は
大
地
震
を
食
ら
っ

た
よ
う
に
揺
れ
、
正
に
鉄
板
が
切
り
裂
か
れ
る
か
と
思
う

よ
う
な
衝
撃
が
走
り
五
、
六
発
の
爆
雷
攻
撃
を
受
け
ま
す
。 

「
距
離
八
百
」
と
司
令
塔
よ
り
全
艦
に
伝
達
あ
り
、
時

を
経
ず
し
て
本
艦
頭
上
を
敵
艦
が
横
切
っ
て
行
く
。
誰
の

耳
に
も
「
グ
ワ
ー
」
と
悪
魔
の
響
き
が
聞
こ
え
て
来
ま
す
。

今
こ
ゝ
で
一
発
爆
雷
を
食
ら
え
ば
艦
は
木
端
微
塵
だ
、
き

り
き
り
と
身
の
引
き
締
ま
る
を
感
じ
、
脂
汗
が
に
じ
む
思

い
の
数
秒
間
、
両
手
を
合
わ
せ
て
た
だ
神
仏
に
ご
加
護
を

祈
る
の
み
で
し
た
。 

頭
上
を
通
過
し
た
敵
艦
は
洋
上
で
円
陣
を
画
い
て
走
り

な
が
ら
反
転
し
て
、
ま
た
本
艦
に
迫
っ
て
き
ま
す
。「
敵
艦

近
づ
き
ま
す
！
」
こ
れ
以
上
耳
が
痛
く
て
レ
シ
ー
バ
ー
を

付
け
て
い
ら
れ
ず
電
源
を
切
っ
て
し
ま
う
。 

そ
の
瞬
間
「
ガ
ガ
ガ
ー
ン
、
ビ
リ
ビ
リ
！
」
と
強
烈
な

る
右
か
ら
の
爆
雷
音
と
そ
の
衝
撃
た
る
や
何
と
も
言
葉
で

表
現
は
出
来
な
い
。
か
つ
て
近
所
の
大
杉
が
落
雷
に
よ
っ

て
裂
か
れ
た
衝
撃
を
味
わ
っ
て
い
る
が
そ
ん
な
比
で
は
な

い
、
や
は
り
五
、
六
発
の
炸
裂
だ
。 

一
瞬
に
し
て
艦
内
電
灯
が
消
え
て
真
暗
闇
に
。
深
海
百

メ
ー
ト
ル
は
正
に
海
底
地
獄
と
な
り
ま
す
。 

艦
は
後
部
の
気
蓄
器
が
や
ら
れ
た
か
、
ツ
リ
ム
（
前
後

の
釣
合
い
）
が
崩
れ
、
艦
尾
か
ら
沈
み
始
め
る
。
二
度
と

浮
上
は
出
来
ぬ
、
死
だ
、
死
が
迫
っ
て
く
る
。
必
至
の
手

探
り
で
非
常
灯
ス
イ
ッ
チ
を
ひ
ね
る
。
電
池
の
光
が
ボ
ー

ッ
と
辺
り
を
照
ら
す
。
乗
組
員
の
顔
が
幽
鬼
の
様
に
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。 

幸
い
艦
内
に
は
浸
水
の
様
子
は
な
く
、
「
助
か
っ
た
！
」

と
我
に
返
っ
た
。
爆
雷
衝
撃
で
艦
内
塗
料
が
は
げ
粉
々
と

な
っ
て
飛
散
し
霧
が
か
ゝ
っ
た
様
で
あ
る
。
頑
丈
な
海
軍

時
計
も
ガ
ラ
ス
板
は
割
れ
、
針
は
吹
っ
飛
ん
で
い
る
。
覚

悟
の
上
と
は
申
せ
爆
雷
の
恐
ろ
し
さ
は
此
の
世
の
も
の
で

は
な
い
「
地
獄
だ
！
」
。
し
か
し
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
。
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艦
内
電
灯
も
復
旧
し
た
。
沈
勇
を
鼓
舞
し
て
後
部
食
糧
倉

か
ら
十
キ
ロ
白
米
麻
袋
を
各
区
手
渡
し
で
前
部
発
射
管
へ

移
動
さ
せ
、
よ
う
や
く
ツ
リ
ム
の
安
定
を
図
っ
た
た
め
艦

尾
か
ら
の
沈
む
の
を
防
止
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
正
に
食

う
か
食
わ
れ
る
か
の
戦
い
で
あ
る
。 

し
か
し
敵
艦
は
ま
た
ま
た
反
転
し
て
執
拗
に
襲
い
か
か

っ
て
く
る
。
三
度
目
の
爆
雷
は
、
い
よ
い
よ
本
艦
頭
上
で

の
炸
裂
か
！
「
も
う
駄
目
だ
さ
ら
ば
こ
の
世
を
」
と
思
わ

ず
合
掌
し
た
の
も
束
の
間
、
十
七
歳
の
若
き
生
涯
が
今
終

わ
る
か
と
感
じ
る
。
ふ
と
脳
裏
を
横
切
る
の
は
故
郷
の
生

家
や
母
の
顔
、
兄
達
の
面
影
で
あ
っ
た
。
頭
上
を
今
敵
艦

が
全
速
力
で
「
グ
ワ
ー
ッ
！
」
と
言
う
音
を
た
て
て
通
過

し
て
行
く
。 

死
を
覚
悟
し
た
我
々
に
再
び
あ
の
熾
烈
な
る
爆
雷
攻
撃
、

耳
が
裂
け
る
か
、
頭
を
鉄
槌
で
打
た
れ
た
か
、
船
体
が
粉
々

に
裂
か
れ
た
か
と
思
わ
せ
る
激
震
、
失
神
し
た
か
の
様
な

数
秒
が
過
ぎ
て
、
ふ
と
我
に
返
る
。 

「
助
か
っ
た
！
」
敵
艦
は
本
艦
頭
上
を
越
え
て
左
へ
投

下
と
な
っ
た
の
だ
。
正
に
天
祐
神
助
の
賜
で
あ
る
。
以
後

は
左
へ
左
へ
と
遠
ざ
か
っ
て
行
っ
た
の
で
す
。
爆
雷
攻
撃

と
海
底
地
獄
、
艦
内
は
修
羅
場
の
様
子
で
し
た
。 

 

酸
素
欠
乏
の
苦
し
み
を
耐
え
て 

「
水
漬
く
屍
」
は
覚
悟
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
死
す
こ

と
よ
り
生
き
抜
く
事
の
重
要
さ
を
深
く
体
験
し
ま
し
た
。

夜
を
徹
し
て
敵
駆
逐
艦
に
攻
め
ら
れ
、
そ
の
夜
が
明
け
た

と
な
っ
て
も
ま
だ
危
険
で
浮
上
出
来
ま
せ
ん
。 

サ
イ
パ
ン
島
近
海
の
制
海
権
、
制
空
権
は
ア
メ
リ
カ
軍

に
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
大
事
な
水
中
聴
音
機

も
爆
雷
攻
撃
で
受
け
た
衝
撃
に
よ
る
故
障
も
、
必
死
の
調

査
点
検
と
修
理
で
以
前
に
増
し
て
の
高
感
度
と
な
り
、
全

方
向
の
精
密
聴
音
を
続
け
る
の
で
し
た
が
音
源
は
な
し
で

す
。
し
か
し
飛
行
機
が
ど
こ
か
ら
く
る
や
分
か
り
ま
せ
ん
、

そ
の
ま
ま
潜
航
を
続
け
夜
の
到
来
を
海
中
で
待
つ
よ
り
外

は
な
い
の
で
す
。 

い
よ
い
よ
艦
内
の
空
気
の
濁
り
も
ひ
ど
く
、
酸
素
量
も

少
な
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。
艦
内
温
度
や
気
圧
も
上
昇
し

て
虫
の
息
そ
の
も
の
な
の
で
す
。
艦
長
も
水
兵
長
も
同
じ

苦
し
み
の
中
に
お
り
、
空
気
の
う
ま
さ
有
り
難
さ
は
潜
水
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動
懸
吊
装
置
」
に
よ
り
一
切
の
動
き
を
止
め
、
海
中
百
メ

ー
ト
ル
に
停
止
し
、
八
十
人
の
乗
員
は
息
を
殺
し
、
額
に

大
粒
な
汗
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
爆
雷
防
御
に
構
え
て
お
り

ま
し
た
。 

「
グ
ワ
ー
ン
！
」
「
グ
ワ
ー
ン
！
」
「
ビ
リ
ビ
リ
！
」
と

凄
ま
じ
い
爆
発
音
、
ぐ
ら
ぐ
ら
と
艦
は
大
地
震
を
食
ら
っ

た
よ
う
に
揺
れ
、
正
に
鉄
板
が
切
り
裂
か
れ
る
か
と
思
う

よ
う
な
衝
撃
が
走
り
五
、
六
発
の
爆
雷
攻
撃
を
受
け
ま
す
。 

「
距
離
八
百
」
と
司
令
塔
よ
り
全
艦
に
伝
達
あ
り
、
時

を
経
ず
し
て
本
艦
頭
上
を
敵
艦
が
横
切
っ
て
行
く
。
誰
の

耳
に
も
「
グ
ワ
ー
」
と
悪
魔
の
響
き
が
聞
こ
え
て
来
ま
す
。

今
こ
ゝ
で
一
発
爆
雷
を
食
ら
え
ば
艦
は
木
端
微
塵
だ
、
き

り
き
り
と
身
の
引
き
締
ま
る
を
感
じ
、
脂
汗
が
に
じ
む
思

い
の
数
秒
間
、
両
手
を
合
わ
せ
て
た
だ
神
仏
に
ご
加
護
を

祈
る
の
み
で
し
た
。 

頭
上
を
通
過
し
た
敵
艦
は
洋
上
で
円
陣
を
画
い
て
走
り

な
が
ら
反
転
し
て
、
ま
た
本
艦
に
迫
っ
て
き
ま
す
。「
敵
艦

近
づ
き
ま
す
！
」
こ
れ
以
上
耳
が
痛
く
て
レ
シ
ー
バ
ー
を

付
け
て
い
ら
れ
ず
電
源
を
切
っ
て
し
ま
う
。 

そ
の
瞬
間
「
ガ
ガ
ガ
ー
ン
、
ビ
リ
ビ
リ
！
」
と
強
烈
な

る
右
か
ら
の
爆
雷
音
と
そ
の
衝
撃
た
る
や
何
と
も
言
葉
で

表
現
は
出
来
な
い
。
か
つ
て
近
所
の
大
杉
が
落
雷
に
よ
っ

て
裂
か
れ
た
衝
撃
を
味
わ
っ
て
い
る
が
そ
ん
な
比
で
は
な

い
、
や
は
り
五
、
六
発
の
炸
裂
だ
。 

一
瞬
に
し
て
艦
内
電
灯
が
消
え
て
真
暗
闇
に
。
深
海
百

メ
ー
ト
ル
は
正
に
海
底
地
獄
と
な
り
ま
す
。 

艦
は
後
部
の
気
蓄
器
が
や
ら
れ
た
か
、
ツ
リ
ム
（
前
後

の
釣
合
い
）
が
崩
れ
、
艦
尾
か
ら
沈
み
始
め
る
。
二
度
と

浮
上
は
出
来
ぬ
、
死
だ
、
死
が
迫
っ
て
く
る
。
必
至
の
手

探
り
で
非
常
灯
ス
イ
ッ
チ
を
ひ
ね
る
。
電
池
の
光
が
ボ
ー

ッ
と
辺
り
を
照
ら
す
。
乗
組
員
の
顔
が
幽
鬼
の
様
に
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。 

幸
い
艦
内
に
は
浸
水
の
様
子
は
な
く
、
「
助
か
っ
た
！
」

と
我
に
返
っ
た
。
爆
雷
衝
撃
で
艦
内
塗
料
が
は
げ
粉
々
と

な
っ
て
飛
散
し
霧
が
か
ゝ
っ
た
様
で
あ
る
。
頑
丈
な
海
軍

時
計
も
ガ
ラ
ス
板
は
割
れ
、
針
は
吹
っ
飛
ん
で
い
る
。
覚

悟
の
上
と
は
申
せ
爆
雷
の
恐
ろ
し
さ
は
此
の
世
の
も
の
で

は
な
い
「
地
獄
だ
！
」
。
し
か
し
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
。
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艦
内
電
灯
も
復
旧
し
た
。
沈
勇
を
鼓
舞
し
て
後
部
食
糧
倉

か
ら
十
キ
ロ
白
米
麻
袋
を
各
区
手
渡
し
で
前
部
発
射
管
へ

移
動
さ
せ
、
よ
う
や
く
ツ
リ
ム
の
安
定
を
図
っ
た
た
め
艦

尾
か
ら
の
沈
む
の
を
防
止
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
正
に
食

う
か
食
わ
れ
る
か
の
戦
い
で
あ
る
。 

し
か
し
敵
艦
は
ま
た
ま
た
反
転
し
て
執
拗
に
襲
い
か
か

っ
て
く
る
。
三
度
目
の
爆
雷
は
、
い
よ
い
よ
本
艦
頭
上
で

の
炸
裂
か
！
「
も
う
駄
目
だ
さ
ら
ば
こ
の
世
を
」
と
思
わ

ず
合
掌
し
た
の
も
束
の
間
、
十
七
歳
の
若
き
生
涯
が
今
終

わ
る
か
と
感
じ
る
。
ふ
と
脳
裏
を
横
切
る
の
は
故
郷
の
生

家
や
母
の
顔
、
兄
達
の
面
影
で
あ
っ
た
。
頭
上
を
今
敵
艦

が
全
速
力
で
「
グ
ワ
ー
ッ
！
」
と
言
う
音
を
た
て
て
通
過

し
て
行
く
。 

死
を
覚
悟
し
た
我
々
に
再
び
あ
の
熾
烈
な
る
爆
雷
攻
撃
、

耳
が
裂
け
る
か
、
頭
を
鉄
槌
で
打
た
れ
た
か
、
船
体
が
粉
々

に
裂
か
れ
た
か
と
思
わ
せ
る
激
震
、
失
神
し
た
か
の
様
な

数
秒
が
過
ぎ
て
、
ふ
と
我
に
返
る
。 

「
助
か
っ
た
！
」
敵
艦
は
本
艦
頭
上
を
越
え
て
左
へ
投

下
と
な
っ
た
の
だ
。
正
に
天
祐
神
助
の
賜
で
あ
る
。
以
後

は
左
へ
左
へ
と
遠
ざ
か
っ
て
行
っ
た
の
で
す
。
爆
雷
攻
撃

と
海
底
地
獄
、
艦
内
は
修
羅
場
の
様
子
で
し
た
。 

 

酸
素
欠
乏
の
苦
し
み
を
耐
え
て 

「
水
漬
く
屍
」
は
覚
悟
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
死
す
こ

と
よ
り
生
き
抜
く
事
の
重
要
さ
を
深
く
体
験
し
ま
し
た
。

夜
を
徹
し
て
敵
駆
逐
艦
に
攻
め
ら
れ
、
そ
の
夜
が
明
け
た

と
な
っ
て
も
ま
だ
危
険
で
浮
上
出
来
ま
せ
ん
。 

サ
イ
パ
ン
島
近
海
の
制
海
権
、
制
空
権
は
ア
メ
リ
カ
軍

に
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
大
事
な
水
中
聴
音
機

も
爆
雷
攻
撃
で
受
け
た
衝
撃
に
よ
る
故
障
も
、
必
死
の
調

査
点
検
と
修
理
で
以
前
に
増
し
て
の
高
感
度
と
な
り
、
全

方
向
の
精
密
聴
音
を
続
け
る
の
で
し
た
が
音
源
は
な
し
で

す
。
し
か
し
飛
行
機
が
ど
こ
か
ら
く
る
や
分
か
り
ま
せ
ん
、

そ
の
ま
ま
潜
航
を
続
け
夜
の
到
来
を
海
中
で
待
つ
よ
り
外

は
な
い
の
で
す
。 

い
よ
い
よ
艦
内
の
空
気
の
濁
り
も
ひ
ど
く
、
酸
素
量
も

少
な
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。
艦
内
温
度
や
気
圧
も
上
昇
し

て
虫
の
息
そ
の
も
の
な
の
で
す
。
艦
長
も
水
兵
長
も
同
じ

苦
し
み
の
中
に
お
り
、
空
気
の
う
ま
さ
有
り
難
さ
は
潜
水
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艦
乗
り
で
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
。 

「
一
蓮
托
生
」
生
き
る
た
め
に
は
こ
の
苦
難
を
乗
り
越

え
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
潜
航
以
来
二
十
時
間
が
経

っ
て
お
り
ま
す
、
苦
し
さ
も
極
限
に
迫
っ
て
来
ま
し
た
。

「
殺
し
て
く
れ
！
」
と
の
兵
の
苦
し
い
叫
び
声
が
聞
こ
え

て
来
ま
す
。 

必
死
の
忍
耐
で
よ
う
や
く
新
鮮
な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い

吸
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
潜
水
艦
内
の
酸
欠
地
獄
か
ら

の
生
還
で
あ
り
ま
す
。
か
く
し
て｢

死
ぬ
事
よ
り
生
き
抜

く｣

た
め
の
極
限
を
身
を
も
っ
て
体
験
致
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
九
年
九
月
十
七
日
、
第
三
回
出
撃
、
舞
鶴
港
よ

り
。 舞

鶴
港
に
て
あ
の
す
ざ
ま
し
い
爆
雷
攻
撃
損
傷
個
所
の

修
理
に
加
え
全
艦
に
電
探
防
止
用
塗
装
を
施
し
パ
ラ
オ
島

東
南
海
域
へ
と
進
出
、
途
中
命
令
変
更
あ
り
米
軍
豪
州
よ

り
比
島
上
陸
か
？
の
情
報
に
そ
の
進
路
偵
察
任
務
が
比
島

南
端
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
海
域
へ
と
索
敵
行
動
を
続
け
る
。
任
務

を
終
了
し
帰
途
台
湾
、
沖
縄
の
中
間
海
域
で
大
型
台
風
に

遭
遇
、
体
力
の
消
耗
あ
る
も
、
無
事
十
月
十
四
日
呉
港
に

入
港
す
。 

昭
和
十
九
年
十
月
十
九
日
、
第
四
回
出
撃
、
呉
港
よ
り
。 

敵
艦
と
の
遭
遇
な
く
平
穏
な
戦
場
か
と
思
え
ば
、
そ
の

帰
り
大
台
風
に
遭
い
、
く
た
く
た
で
帰
投
す
れ
ば
何
と
緊

急
事
態
の
発
生
！ 

米
軍
レ
イ
テ
島
上
陸
。
僅
か
五
日
間

で
応
急
修
理
、
物
資
を
補
給
し
、
緊
急
出
撃
し
ま
し
た
。 

「
南
無
八
幡
大
菩
薩
」
の
吹
き
流
し
を
潜
望
鏡
に
な
び

か
せ
て
の
出
撃
で
す
。
捷
一
号
作
戦
の
指
定
海
域
、
サ
ン

ベ
ル
ナ
ル
ジ
ノ
海
峡
東
口
哨
戒
域
へ
進
出
、
レ
イ
テ
沖
海

戦
は
連
合
艦
隊
の
決
戦
場
で
あ
り
多
く
の
空
母
艦
船
の
撃

沈
を
見
て
お
り
ま
す
。
や
が
て
任
務
を
終
り
同
海
域
を
離

れ
、
十
一
月
十
六
日
珍
し
く
佐
世
保
へ
入
港
し
、
応
急
修

理
、
物
資
補
給
、
兵
員
休
養
を
行
う
。 

昭
和
十
九
年
十
二
月
八
日
、
第
五
回
出
撃
、
佐
世
保
よ

り
。 英

気
を
養
っ
た
兵
士
は
勇
躍
し
、
ル
ソ
ン
島
東
方
海
域

に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
中
旬
ご
ろ
、
水
中
聴
音
に
よ
り
一

万
メ
ー
ト
ル
か
な
た
の
敵
大
輸
送
船
団
を
発
見
し
て
「
魚

雷
戦
用
意
！
」
ま
で
か
か
る
も
船
団
の
真
っ
た
だ
中
に
入
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り
中
止
、
船
団
通
過
後
こ
れ
を
艦
隊
本
部
に
報
告
す
。
（
マ

ニ
ラ
奪
還
の
敵
船
団
な
り
）
こ
の
時
の
電
波
が
敵
側
に
補

足
さ
れ
、
本
艦
を
撃
沈
せ
よ
の
敵
方
電
波
を
日
本
側
に
傍

受
さ
れ
、
直
ち
に
呂
四
十
三
潜
退
避
せ
よ
の
命
あ
り
電
波

戦
の
恐
ろ
し
さ
を
し
み
じ
み
味
わ
い
命
拾
い
し
た
一
幕
で

し
た
。 

昭
和
二
十
年
一
月
七
日
、
ル
ソ
ン
島
東
方
海
域
任
務
を

終
了
す
。
久
し
振
り
に
母
港
舞
鶴
港
へ
帰
投
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
年
は
北
陸
地
方
は
ま
れ
に
見
る
大
雪
で
列
車
運

休
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。
兵
員
の
帰
参
休
暇
が
出
さ
れ

て
も
京
都
府
、
滋
賀
、
福
井
、
石
川
県
辺
り
ま
で
何
と
か

列
車
が
出
る
も
の
の
富
山
、
新
潟
、
山
形
の
兵
士
達
は
そ

ろ
っ
て
大
雪
の
中
石
川
県
山
中
温
泉
ま
で
三
泊
四
日
の
兵

員
休
養
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

一
月
二
十
二
日
夜
、
私
に
と
っ
て
運
命
の
日
と
な
り
舞

鶴
海
軍
工
廠
内
に
て
熱
湯
に
よ
り
右
足
に
大
火
傷
を
負
っ

て
し
ま
い
、
舞
鶴
潜
水
艦
基
地
隊
の
病
院
に
収
容
さ
れ
退

艦
と
な
り
ま
し
た
。 

三
週
間
の
後
出
撃
す
る
呂
四
十
三
潜
水
艦
の
勇
姿
を
病

院
の
窓
辺
か
ら
涙
な
が
ら
に
見
送
り
ま
し
た
。
何
の
因
果

で
こ
ん
な
目
に
か
と
泣
き
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
が

今
世
こ
の
世
の
別
れ
に
な
り
ま
し
ょ
う
と
は
、
そ
の
時
は

何
も
分
か
り
ま
せ
ん
。 

昭
和
二
十
年
二
月
十
三
日
、
第
六
回
出
撃
、
舞
鶴
よ
り
。 

舞
鶴
よ
り
出
て
呉
港
に
寄
港
し
十
六
日
、
呉
発
硫
黄
島

東
南
海
域
へ
と
進
出
、
二
月
二
十
一
日
米
駆
逐
艦
レ
ン
シ

ヨ
ー
に
遭
遇
、
初
の
魚
雷
戦
で
撃
沈
の
大
戦
果
を
収
め
ま

し
た
。
金
鵄
勲
章
も
の
よ
と
艦
内
涌
き
立
っ
た
と
思
い
ま

す
。
好
事
魔
多
し
の
た
と
え
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
六
日

後
、
二
月
二
十
七
日
米
空
母
ア
ン
チ
オ
よ
り
発
進
の
哨
戒

機
に
よ
り
硫
黄
島
北
西
方
面
海
域
で
呂
号
四
十
三
潜
水
艦

は
撃
沈
さ
せ
ら
れ
全
員
戦
死
す
。 

以
上
の
二
件
は
戦
後
日
米
合
同
調
査
で
判
明
し
た
事
項

な
の
で
す
。
海
軍
規
定
に
よ
り
音
信
不
明
艦
船
は
そ
の
搭

載
せ
る
食
糧
、
真
水
の
尽
き
る
日
を
以
っ
て
戦
死
公
報
と

な
る
た
め
に
、
出
撃
し
て
一
カ
月
後
の
三
月
十
四
日
の
戦

死
公
報
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 
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艦
乗
り
で
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
。 

「
一
蓮
托
生
」
生
き
る
た
め
に
は
こ
の
苦
難
を
乗
り
越

え
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
潜
航
以
来
二
十
時
間
が
経

っ
て
お
り
ま
す
、
苦
し
さ
も
極
限
に
迫
っ
て
来
ま
し
た
。

「
殺
し
て
く
れ
！
」
と
の
兵
の
苦
し
い
叫
び
声
が
聞
こ
え

て
来
ま
す
。 

必
死
の
忍
耐
で
よ
う
や
く
新
鮮
な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い

吸
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
潜
水
艦
内
の
酸
欠
地
獄
か
ら

の
生
還
で
あ
り
ま
す
。
か
く
し
て｢

死
ぬ
事
よ
り
生
き
抜

く｣

た
め
の
極
限
を
身
を
も
っ
て
体
験
致
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
九
年
九
月
十
七
日
、
第
三
回
出
撃
、
舞
鶴
港
よ

り
。 舞

鶴
港
に
て
あ
の
す
ざ
ま
し
い
爆
雷
攻
撃
損
傷
個
所
の

修
理
に
加
え
全
艦
に
電
探
防
止
用
塗
装
を
施
し
パ
ラ
オ
島

東
南
海
域
へ
と
進
出
、
途
中
命
令
変
更
あ
り
米
軍
豪
州
よ

り
比
島
上
陸
か
？
の
情
報
に
そ
の
進
路
偵
察
任
務
が
比
島

南
端
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
海
域
へ
と
索
敵
行
動
を
続
け
る
。
任
務

を
終
了
し
帰
途
台
湾
、
沖
縄
の
中
間
海
域
で
大
型
台
風
に

遭
遇
、
体
力
の
消
耗
あ
る
も
、
無
事
十
月
十
四
日
呉
港
に

入
港
す
。 

昭
和
十
九
年
十
月
十
九
日
、
第
四
回
出
撃
、
呉
港
よ
り
。 

敵
艦
と
の
遭
遇
な
く
平
穏
な
戦
場
か
と
思
え
ば
、
そ
の

帰
り
大
台
風
に
遭
い
、
く
た
く
た
で
帰
投
す
れ
ば
何
と
緊

急
事
態
の
発
生
！ 

米
軍
レ
イ
テ
島
上
陸
。
僅
か
五
日
間

で
応
急
修
理
、
物
資
を
補
給
し
、
緊
急
出
撃
し
ま
し
た
。 

「
南
無
八
幡
大
菩
薩
」
の
吹
き
流
し
を
潜
望
鏡
に
な
び

か
せ
て
の
出
撃
で
す
。
捷
一
号
作
戦
の
指
定
海
域
、
サ
ン

ベ
ル
ナ
ル
ジ
ノ
海
峡
東
口
哨
戒
域
へ
進
出
、
レ
イ
テ
沖
海

戦
は
連
合
艦
隊
の
決
戦
場
で
あ
り
多
く
の
空
母
艦
船
の
撃

沈
を
見
て
お
り
ま
す
。
や
が
て
任
務
を
終
り
同
海
域
を
離

れ
、
十
一
月
十
六
日
珍
し
く
佐
世
保
へ
入
港
し
、
応
急
修

理
、
物
資
補
給
、
兵
員
休
養
を
行
う
。 

昭
和
十
九
年
十
二
月
八
日
、
第
五
回
出
撃
、
佐
世
保
よ

り
。 英

気
を
養
っ
た
兵
士
は
勇
躍
し
、
ル
ソ
ン
島
東
方
海
域

に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
中
旬
ご
ろ
、
水
中
聴
音
に
よ
り
一

万
メ
ー
ト
ル
か
な
た
の
敵
大
輸
送
船
団
を
発
見
し
て
「
魚

雷
戦
用
意
！
」
ま
で
か
か
る
も
船
団
の
真
っ
た
だ
中
に
入
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り
中
止
、
船
団
通
過
後
こ
れ
を
艦
隊
本
部
に
報
告
す
。
（
マ

ニ
ラ
奪
還
の
敵
船
団
な
り
）
こ
の
時
の
電
波
が
敵
側
に
補

足
さ
れ
、
本
艦
を
撃
沈
せ
よ
の
敵
方
電
波
を
日
本
側
に
傍

受
さ
れ
、
直
ち
に
呂
四
十
三
潜
退
避
せ
よ
の
命
あ
り
電
波

戦
の
恐
ろ
し
さ
を
し
み
じ
み
味
わ
い
命
拾
い
し
た
一
幕
で

し
た
。 

昭
和
二
十
年
一
月
七
日
、
ル
ソ
ン
島
東
方
海
域
任
務
を

終
了
す
。
久
し
振
り
に
母
港
舞
鶴
港
へ
帰
投
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
年
は
北
陸
地
方
は
ま
れ
に
見
る
大
雪
で
列
車
運

休
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。
兵
員
の
帰
参
休
暇
が
出
さ
れ

て
も
京
都
府
、
滋
賀
、
福
井
、
石
川
県
辺
り
ま
で
何
と
か

列
車
が
出
る
も
の
の
富
山
、
新
潟
、
山
形
の
兵
士
達
は
そ

ろ
っ
て
大
雪
の
中
石
川
県
山
中
温
泉
ま
で
三
泊
四
日
の
兵

員
休
養
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

一
月
二
十
二
日
夜
、
私
に
と
っ
て
運
命
の
日
と
な
り
舞

鶴
海
軍
工
廠
内
に
て
熱
湯
に
よ
り
右
足
に
大
火
傷
を
負
っ

て
し
ま
い
、
舞
鶴
潜
水
艦
基
地
隊
の
病
院
に
収
容
さ
れ
退

艦
と
な
り
ま
し
た
。 

三
週
間
の
後
出
撃
す
る
呂
四
十
三
潜
水
艦
の
勇
姿
を
病

院
の
窓
辺
か
ら
涙
な
が
ら
に
見
送
り
ま
し
た
。
何
の
因
果

で
こ
ん
な
目
に
か
と
泣
き
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
が

今
世
こ
の
世
の
別
れ
に
な
り
ま
し
ょ
う
と
は
、
そ
の
時
は

何
も
分
か
り
ま
せ
ん
。 

昭
和
二
十
年
二
月
十
三
日
、
第
六
回
出
撃
、
舞
鶴
よ
り
。 

舞
鶴
よ
り
出
て
呉
港
に
寄
港
し
十
六
日
、
呉
発
硫
黄
島

東
南
海
域
へ
と
進
出
、
二
月
二
十
一
日
米
駆
逐
艦
レ
ン
シ

ヨ
ー
に
遭
遇
、
初
の
魚
雷
戦
で
撃
沈
の
大
戦
果
を
収
め
ま

し
た
。
金
鵄
勲
章
も
の
よ
と
艦
内
涌
き
立
っ
た
と
思
い
ま

す
。
好
事
魔
多
し
の
た
と
え
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
六
日

後
、
二
月
二
十
七
日
米
空
母
ア
ン
チ
オ
よ
り
発
進
の
哨
戒

機
に
よ
り
硫
黄
島
北
西
方
面
海
域
で
呂
号
四
十
三
潜
水
艦

は
撃
沈
さ
せ
ら
れ
全
員
戦
死
す
。 

以
上
の
二
件
は
戦
後
日
米
合
同
調
査
で
判
明
し
た
事
項

な
の
で
す
。
海
軍
規
定
に
よ
り
音
信
不
明
艦
船
は
そ
の
搭

載
せ
る
食
糧
、
真
水
の
尽
き
る
日
を
以
っ
て
戦
死
公
報
と

な
る
た
め
に
、
出
撃
し
て
一
カ
月
後
の
三
月
十
四
日
の
戦

死
公
報
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 
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【
解 

 

説
】 

退
艦
後
の
私
の
経
歴
は
、
舞
鶴
潜
水
艦
基
地
隊
付
、 

 

昭
和
二
十
年
四
月
一
日
、
横
須
賀
海
軍
対
潜
学
校
高
等

科
練
習
生
へ(

旧
機
雷
学
校
名
称
変
更
） 

 

同
年
五
月
一
日
任
海
軍
二
等
兵
曹
に
任
官
す
、 

 

同
年
六
月
三
十
日
卒
業
、 

 

同
年
七
月
一
日
、
第
六
艦
隊
司
令
部
付
に
転
任
（
呉
港

旧
潜
水
学
校
跡
） 

 

同
年
八
月
六
日
、
広
島
原
爆
を
体
験
し
終
戦
、 

 

八
月
三
十
日
、
本
籍
地
へ
復
員
、
戦
後
舞
鶴
に
て
海
外

復
員
業
務
に
従
事
、 

 

昭
和
二
十
三
年
よ
り
地
元
銀
行
勤
務
、
県
内
都
市
支
店

長
歴
任
三
十
二
年
勤
務
で
無
事
停
年
と
な
る
。 

以
上
倚
し
き
運
命
で
生
命
長
ら
え
て
お
り
ま
す
靖
国
神

社
、
護
国
神
社
へ
の
祭
典
欠
か
さ
ず
出
席
し
慰
霊
に
務
め

て
お
り
ま
す
。 

 呂
号
第
四
十
三
号
潜
水
艦
の
主
要
装
備 

常
備
排
水
量 

 

一
、
一
〇
〇
ト
ン
、
全
長
八
〇･

五
メ
ー 

 
 
 
 

 
 
 

ト
ル
、
幅
七･

〇
五
メ
ー
ト
ル 

水
上 

速
力 

 

一
九･

八
ノ
ッ
ト
、 

水
中 

速
力 

 

八･

〇
六
ノ
ッ
ト 

水
上 

馬
力 

 

四･

二
〇
〇
、 

水
中 

馬
力 

 

一･

二
〇
〇 

機
関 

型
式 

 

二
十
二
号
十
型 

 
 

軸
数
二 

水
上
航
続
力 

 

十
六
ノ
ッ
ト
、
五
〇
〇
〇
海
里 

水
中
航
続
力 

 

五
ノ
ッ
ト
、
四
五
海
里 

八
糎
高
角
砲 

 

一
門
、
二
十
五
粍
機
銃
二
連
装 

 

一
基 

魚
雷
発
射
管 

 

艦
首
四
門
、
魚
雷
五
十
三
糎
十
本 

安
全
潜
航
深
度 

八
十
メ
ー
ト
ル 

 
 
 
 

 
 
 

（
実
際
は
百
二
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
） 

定 
 
 

員 
 

六
十
名
（
実
際
は
七
十
九
名
） 

完 
 
 

成 
 

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
六
日
三
菱
神
戸 

 
 
 
 

 
 
 

造
船
所 

（
日
本
海
軍
潜
水
艦
史
・
資
料
よ
り
） 

 

141 

最
後
の
ご
奉
公 富

山
県 

 

松 

島 

米
次
郎 

 
 

 

 

応 
 

召 

私
は
、
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
黒
部
市
荻
生

の
農
家
で
男
五
人
女
二
人
兄
姉
の
末
っ
子
と
し
て
生
れ
ま

し
た
。
生
来
健
康
で
九
十
歳
過
ぎ
ま
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

会
員
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
学
歴
は
小
学
校
高
等
科
卒

で
職
業
は
農
業
で
あ
り
ま
す
。 

兵
役
は
、
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
七
月
召
集
で
海

軍
水
兵
で
舞
鶴
海
兵
団
に
入
団
、
同
年
九
月
、
北
方
領
土

千
島
に
派
遣
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
七
月
、
青
森
県
大
湊
に

移
動
、
軍
港
守
備
に
あ
た
り
、
八
月
二
十
日
、
戦
争
終
結

を
知
ら
さ
れ
、
同
月
二
十
八
日
に
帰
宅
致
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
八
年
ご
ろ
か
ら
戦
争
は
次
第
に
厳
し
く
な
る
に

つ
れ
、
若
い
者
か
ら
順
々
に
召
集
令
状
が
来
て
、
自
分
よ

り
若
い
者
が
い
な
く
な
り
、
自
分
に
も
召
集
が
来
る
も
の

と
覚
悟
し
て
お
り
ま
し
た
。 

案
の
定
、
昭
和
十
九
年
七
月
二
十
日
、
そ
の
召
集
令
状

が
届
き
ま
し
た
。
海
軍
水
兵
舞
鶴
海
兵
団
入
団
の
召
集
で
、

そ
の
日
は
七
月
二
十
八
日
で
あ
り
ま
し
た
。 

私
の
年
令
は
当
時
三
十
八
歳
で
あ
り
、
自
分
の
よ
う
な

者
ま
で
必
要
で
あ
る
と
す
れ
ば
非
常
に
戦
局
が
悪
化
し
た

証
拠
だ
と
思
い
ま
し
た
。
生
き
て
帰
る
こ
と
は
な
い
と
覚

悟
し
、
ど
う
せ
戦
場
に
行
け
ば
死
身
で
あ
る
な
ら
ば
心
置

き
な
く
応
召
し
た
い
と
思
い
、
田
圃
仕
事
を
出
来
る
だ
け

片
付
け
る
た
め
、
や
り
か
け
て
い
た
大
麦
の
脱
穀
も
夢
中

で
終
了
し
ま
し
た
。
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま

し
た
が
、
小
さ
い
我
が
家
の
最
後
の
奉
公
に
ベ
ス
ト
を
尽

し
得
た
こ
と
に
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
つ
つ
召
集
の
日
を
迎

え
た
の
で
し
た
。 

海
兵
団
の
訓
練
期
間
は
約
一
カ
月
で
あ
り
ま
し
た
が
な

に
ぶ
ん
に
も
三
十
八
歳
で
生
れ
て
初
め
て
の
軍
隊
生
活
で

し
た
か
ら
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
節
水
、
入
浴
、
洗
濯
、

ハ
ン
モ
ッ
ク
等
々
日
常
の
躾
や
規
律
が
厳
し
い
こ
と
、
ま

た
ボ
ー
ト
、
防
空
壕
な
ど
の
基
礎
訓
練
の
激
し
さ
等
、
短

期
間
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
次
か
ら
次
へ
と
習
う
こ
と
が
多




